
要
旨
文
化
初
期
の
成
立
と
目
さ
れ
る
北
尾
政
美
画
「
隅
田
川
楳
屋
図
」
彩
色
摺
り
一
枚
は
、
か
つ
て
「
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
」
第

七
巻
に
、
浅
野
秀
剛
氏
に
よ
り
、
簡
略
に
紹
介
さ
れ
、
図
版
も
掲
出
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
概
要
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以

外
、
本
格
的
に
報
告
さ
れ
た
こ
と
を
聞
か
な
い
、
極
稀
な
珍
図
で
あ
る
。
板
元
名
を
欠
く
が
、
蔵
版
者
と
し
て
は
、
向
島
百
花
園
の
造
園
主
の

佐
原
鞠
嶋
を
想
定
す
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。
画
工
は
、
北
尾
政
美
、
号
惠
斎
で
、
絵
の
左
上
に
「
紹
真
写
」
と
あ
る
。
「
紹
真
」
の
名
は
、
政

美
が
寛
政
六
年
、
美
作
津
山
藩
の
お
抱
え
絵
師
と
な
っ
て
か
ら
の
名
号
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
彼
は
、
浮
絵
や
狩
野
派
の
屏
風
絵
の
手
法

を
踏
ま
え
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
傭
撤
的
な
風
景
版
画
と
い
う
べ
き
も
の
を
盛
ん
に
手
掛
け
て
い
た
。
本
図
も
そ
の
一
例
に
他
な
ら
な
い
。

本
図
の
眼
目
は
、
向
島
百
花
園
の
開
園
当
時
の
様
子
を
隅
田
川
の
景
観
を
共
に
描
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
も
風
景
は
も
と
よ
り
、
人
物

や
建
物
な
ど
も
描
写
が
細
か
く
、
本
図
を
子
細
に
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
、
あ
ま
り
注
意
が
向
け
ら
れ
な
か
っ
た
、
成
立
当
初
の
百

花
園
及
び
隅
田
川
の
形
姿
に
つ
い
て
、
か
な
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
た
い
へ
ん
貴
重
で
あ
る
。
い
ま
本
図
か
ら
、
文
化
初
年

当
時
の
百
花
園
及
び
隅
田
川
両
岸
の
様
子
に
つ
い
て
の
読
み
取
り
を
、
標
題
及
び
絵
の
上
方
か
ら
下
方
へ
、
即
ち
西
岸
、
隅
田
川
、
東
岸
の
順

に
試
み
て
み
た
い
。
さ
ら
に
本
図
及
び
一
枚
摺
り
「
角
田
川
御
遊
覧
の
伝
手
」
を
踏
ま
え
、
百
花
園
の
水
茶
屋
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
、
い

さ
さ
か
卑
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

北
尾
政
美
画
「
隅
田
川
楳
屋
図
」
を
読
む

ｌ
向
島
百
花
園
再
見
Ｉ

鈴
木
淳
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横
大
倍
判
錦
絵
版
元
未
詳
文
化
（
一
八
○
四
～
一
八
一
四
）

楳
は
梅
の
古
字
で
、
文
化
一
年
佐
原
鞠
鳩
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
向
島
百
花
園
を
画
い
た
も
の
。
梅
樹
も
数
百
株
植
え
た
と
こ
ろ
か
ら
、

亀
戸
梅
屋
敷
に
対
し
て
新
梅
屋
敷
と
も
呼
ば
れ
た
。
「
江
戸
一
覧
図
」
「
日
本
一
覧
図
」
と
出
し
た
烏
臓
図
の
技
量
を
か
わ
れ
た
紹
真

が
、
抱
一
・
南
畝
ら
、
百
花
園
を
愛
し
た
文
人
た
ち
に
依
頼
を
受
け
て
の
制
作
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
地
図
同
様
、
折
っ
て
袋
入

り
で
売
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

と
略
述
さ
れ
、
図
版
も
掲
出
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
概
要
は
す
で
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

（
２
）

ま
た
前
島
康
彦
著
「
向
島
百
花
園
」
に
、
鍬
形
惹
斎
筆
「
花
屋
舗
の
図
」
と
し
て
写
真
掲
載
す
る
も
の
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
図
と
同
趣

で
あ
る
。
し
か
し
、
子
細
に
み
る
と
秋
の
七
草
の
短
冊
状
の
標
記
を
欠
く
な
ど
の
違
い
が
あ
る
し
、
四
周
を
省
略
し
て
あ
る
の
で
、
詳
し

い
こ
と
は
即
断
で
き
な
い
。
そ
れ
か
ら
現
在
、
百
花
園
で
宣
伝
用
の
小
冊
子
や
チ
ケ
ッ
ト
に
使
用
す
る
図
に
、
本
図
の
写
し
と
目
さ
れ
る

平
成
十
七
年
度
、
人
間
文
化
研
究
機
構
の
連
携
研
究
「
人
と
水
」
の
参
考
資
料
と
し
て
購
入
し
た
も
の
の
中
に
、
文
化
初
年
前
後
の
成

立
と
目
さ
れ
る
、
北
尾
政
美
画
「
隅
田
川
楳
屋
図
」
彩
色
摺
り
一
枚
が
あ
る
。
料
紙
は
三
八
、
七
×
五
一
、
七
糎
の
奉
書
紙
で
、
横
中
央

と
縦
四
つ
折
り
分
の
折
れ
目
が
あ
る
が
、
現
在
は
や
や
厚
め
の
紙
で
裏
打
ち
し
て
、
折
れ
目
を
延
ば
し
た
状
態
で
あ
る
。
そ
の
他
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
は
至
っ
て
良
好
と
い
っ
て
よ
い
。

（
１
）

本
図
は
、
か
つ
て
「
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
」
第
七
巻
「
作
品
二
清
長
ｌ
歌
麿
」
に
、
浅
野
秀
剛
氏
に
よ
り
、

隅
田
川
楳
屋
図 一

、
隅
田
川
楳
屋
図
の
概
略
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も
の
が
あ
る
が
、
梅
を
開
花
の
状
態
に
し
た
り
、
人
影
を
省
い
た
り
、
多
少
の
改
京
を
施
し
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
本
図
は
上
記
以
外
、
本
格
的
に
報
告
さ
れ
た
こ
と
を
聞
か
な
い
、
極
稀
な
珍
図
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
平
成
十
二

年
十
一
月
の
東
京
古
典
会
の
大
市
に
出
品
さ
れ
、
『
古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
目
録
」
の
図
版
十
三
頁
に
カ
ラ
ー
写
真
で
掲
載
さ
れ
て
以

来
、
か
ね
て
追
跡
を
心
懸
け
て
き
た
か
い
も
あ
り
、
幸
運
に
も
今
回
、
東
京
神
田
の
古
書
蝉
か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
そ
ら
く

浅
野
氏
が
紹
介
さ
れ
た
も
の
と
同
一
の
物
と
判
断
さ
れ
る
。
板
元
名
を
欠
く
が
、
鞠
鳩
は
、
他
に
も
『
墨
水
遊
覧
誌
』
や
一
枚
摺
り
等
を

蔵
板
物
と
し
て
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
本
図
の
蔵
板
元
と
し
て
も
鞠
嶋
自
身
を
想
定
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

画
工
は
、
北
尾
政
美
、
号
惹
斎
で
、
絵
の
左
上
に
控
え
め
に
「
紹
真
写
」
と
あ
る
。
「
紹
真
」
の
名
は
、
政
美
が
寛
政
六
年
五
月
、
美

作
津
山
藩
の
お
抱
え
絵
師
と
な
っ
て
、
狩
野
養
川
院
惟
信
に
学
ぶ
に
至
っ
て
許
さ
れ
た
名
号
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
政
美
は
、
新
し
い
技

法
を
摂
取
し
て
肉
筆
画
や
画
譜
を
中
心
に
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
以
前
の
天
明
五
年
以
降
、
彼
は
浮
絵
や
狩
野
派
の
屏
風
絵
の

手
法
を
踏
ま
え
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
傭
臓
的
な
風
景
版
画
と
い
う
べ
き
も
の
を
盛
ん
に
手
掛
け
て
い
た
。
本
図
も
そ
の
一
例
に
他
な
ら

秘

良

一

図版2「隅田川楳屋図」落款

、
な
い
○

本
図
の
眼
目
は
、
向
島
百
花
園
の
開
園
当
時
の
様
子
を
隅
田
川
の
景
観
を
共
に

描
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
向
島
百
花
園
は
、
江
戸
後
期
の
成
立
以
来
、
今
日
に
至

る
ま
で
、
ま
が
り
な
り
に
も
そ
の
風
趣
を
保
ち
つ
つ
、
人
々
に
愛
好
さ
れ
続
け
て

き
た
庭
園
で
あ
る
。
将
軍
家
、
大
名
家
の
庭
園
を
除
け
ば
、
ま
こ
と
に
類
稀
な
存

在
と
い
え
よ
う
。
造
園
主
は
、
佐
原
鞠
嶋
で
、
近
世
の
呼
称
の
通
例
は
菊
鳩
で
あ

る
が
、
自
称
に
は
鞠
嶋
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
百
花
園
及
び
鞠
嶋
の
概
要
に
つ
い

（
３
）

て
は
、
古
く
は
関
根
正
直
（
吟
風
曜
主
人
）
の
「
鞠
嶋
の
園
（
附
梅
屋
鞠
嶋
の
伝
と
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し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
必
ず
し
も
本
図
の
持
つ
景
観
図
と
し
て
の
価
値
を
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
加
え
て
、
風
景
は
も
と
よ
り
人

物
や
建
物
な
ど
も
描
写
が
細
か
く
、
本
図
を
子
細
に
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
、
あ
ま
り
注
意
が
向
け
ら
れ
な
か
っ
た
、
成
立
当

初
の
百
花
園
の
形
姿
に
つ
い
て
、
か
な
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
た
い
へ
ん
貴
重
で
あ
る
。
い
ま
本
図
か
ら
、
文
化
初
年

当
時
の
百
花
園
及
び
隅
田
川
両
岸
の
様
子
に
つ
い
て
の
読
み
取
り
を
、
標
題
及
び
絵
の
上
方
か
ら
下
方
へ
、
即
ち
西
岸
、
隅
田
川
、
東
岸

の
順
に
試
み
て
み
た
い
。
さ
ら
に
本
図
及
び
一
枚
摺
り
「
角
田
川
御
遊
覧
の
伝
手
」
を
踏
ま
え
、
百
花
園
の
水
茶
屋
と
し
て
の
性
格
に
つ

い
て
、
い
さ
さ
か
卑
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
４
）

か
ら
、
近
く
は
前
島
靖
彦
の
「
向
島
百
花
園
」
、
竹
之
内
知
子
の
「
佐
原
鞠
嶋
伝
の
再
検
討
」
ま
で
、
論
考
が
備
わ
る
の
で
、
詳
細
は
そ

れ
ら
に
譲
る
が
、
本
稿
で
も
必
要
な
限
り
に
お
い
て
触
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

絵
は
、
隅
田
川
両
岸
の
傭
鰍
図
で
、
東
岸
の
向
島
側
の
や
や
高
い
位
置
に
視
点
を
設
定
し
、
隅
田
川
を
挟
ん
で
西
岸
の
橋
場
、
今
戸
側

方
面
を
眺
め
た
も
の
。
色
摺
り
で
あ
る
が
、
墨
の
濃
淡
以
外
に
は
、
草
木
に
淡
い
緑
、
人
の
着
衣
に
空
色
な
ど
を
使
用
す
る
ぐ
ら
い
で
、

全
体
に
渋
め
の
色
遣
い
で
あ
る
。
手
前
の
土
手
に
は
桜
が
咲
い
て
い
る
が
、
秋
の
七
草
も
花
開
い
て
い
た
り
、
樹
木
が
青
々
と
茂
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
屏
風
絵
風
に
季
節
は
超
越
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
本
図
は
、
浮
絵
の
遠
近
透
視
法
を
駆
使
し
て
、
か
な
り
正
確

に
描
か
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
一
方
、
も
と
よ
り
名
所
を
集
約
的
に
見
せ
る
た
め
に
、
デ
フ
ォ
ル
メ
に
よ
り
誇
張
さ
れ
た
面
も
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

標
題
は
、
本
図
の
右
端
の
余
白
に
枠
取
り
し
、
大
字
で
「
隅
田
川
楳
屋
図
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
、
百
花
園
の
景
物
に
つ
い
て
、

二
、
標
題
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四
季
花
鳥
、
子
ノ
日
、
鶯
、
雄
子
、
つ
く
し
、
田
つ
鴫
、
桃
、
郭
公
、
よ
ふ
こ
烏
、
水
鶏
、
都
鳥
、
蛍
、
虫
、
雁
、
紅
葉
、
秋
野

と
訶
書
き
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
庭
園
が
も
っ
ぱ
ら
四
季
折
々
の
草
花
と
野
鳥
の
景
趣
を
売
り
物
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

画
中
の
詞
書
き
と
し
て
は
、
ま
ず
上
段
右
か
ら
左
へ
「
隅
田
川
」
「
神
明
」
「
真
崎
イ
ナ
リ
」
「
渡
」
「
吉
原
」
「
今
戸
ハ
シ
」
「
上
野
」

「
真
乳
山
」
「
浅
草
寺
」
と
西
岸
の
地
名
。
中
段
の
右
か
ら
左
へ
「
水
神
」
「
梅
若
」
「
木
母
寺
」
「
法
泉
寺
」
「
白
髭
」
「
植
木
屋
」
「
牛
御
前
」

「
黄
（
弘
）
福
寺
」
「
三
囲
」
「
秋
葉
」
と
東
岸
墨
堤
の
地
名
を
記
す
。
さ
ら
に
画
面
右
下
隅
に
、
「
梅
屋
秋
野
、
七
草
」
「
く
つ
」
「
お
は
な
」

「
お
み
な
へ
し
」
「
ふ
ち
は
か
ま
」
「
萩
」
と
秋
の
七
草
、
中
央
に
梅
林
の
「
梅
」
、
左
端
に
隠
居
屋
敷
の
呼
び
名
と
し
て
「
菊
」
「
松
」
と

あ
る
。
い
ず
れ
も
描
画
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
、
必
要
最
小
限
度
の
表
記
に
止
め
て
い
る
。

（
５
）

「
隅
田
川
楳
屋
」
の
標
記
に
つ
い
て
、
百
花
園
の
造
園
主
鞠
嶋
の
和
風
雅
号
が
梅
屋
（
う
め
が
や
）
で
あ
り
、
た
と
え
ば
「
都
烏
考
」

「
角
田
川
梅
屋
鞠
鳩
居
士
」
な
ど
の
自
称
例
も
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
隅
田
川
楳
屋
」
全
体
で
鞠
嶋
自
身
を
い
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
梅
屋
が
住
居
に
基
づ
く
雅
号
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
や
は
り
隅
田
川
に
お
け
る
百
花
園
の
意
味

で
捉
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
鞠
鳩
は
「
隅
田
川
楳
屋
図
」
に
お
い
て
、
百
花
園
を
、
い
わ
ば
隅
田
川
と
い
う
江
戸
近
郊
随

一
の
名
所
の
一
部
と
し
て
示
し
た
こ
と
に
な
り
、
百
花
園
の
宣
伝
を
企
図
し
た
に
し
て
は
、
い
か
に
も
控
え
め
な
所
為
の
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
百
花
園
が
梅
林
を
中
心
と
し
た
庭
園
と
は
い
え
、
鞠
嶋
個
人
の
隠
居
屋
敷
と
し
て
の
内
実
も
備
え
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

む
し
ろ
錦
絵
の
発
行
な
ど
ず
い
ぶ
ん
出
過
ぎ
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
か
く
鞠
鳩
に
は
、
こ
の
梅
屋
を
、
い

わ
ば
隅
田
川
と
い
う
名
所
の
中
に
紛
れ
込
ま
せ
た
い
と
い
う
意
識
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
、
隅
田
川
全
体
の
景
観
に
対
す
る
尊

重
の
念
が
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
場
合
の
隅
田
川
と
い
う
の
は
、
当
時
、
隅
田
川
と
し
て
意
識
さ
れ
た
流
域

で
あ
り
、
お
よ
そ
浅
草
川
の
上
流
、
千
住
川
の
下
流
す
な
わ
ち
今
戸
橋
辺
以
北
、
綾
瀬
川
と
の
交
流
地
点
以
南
を
指
し
て
い
る
。

百
花
園
に
縁
の
あ
る
、
文
化
七
年
刊
の
江
戸
絵
図
「
武
蔵
国
隅
田
川
名
所
絵
図
」
に
も
、
百
花
園
を
隅
田
川
の
名
所
の
一
つ
に
位
置
づ
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図版3「武蔵国隅田111名所絵図」国立国会図書館蔵

け
る
と
い
う
姿
勢
が
窺
え
る
。
本
図
は
、
名
所
図
会
を
研
究
し
て
い
る
斎
藤
智

美
氏
ご
教
示
の
資
料
で
、
国
会
図
書
館
蔵
の
『
扶
桑
探
勝
図
」
（
亥
一
九
四
）
巻

九
に
収
め
ら
れ
る
一
枚
摺
り
の
絵
図
で
あ
る
。
「
扶
桑
探
勝
図
』
は
、
同
図
書

（
６
）

館
発
行
の
『
稀
本
あ
れ
こ
れ
」
に
よ
れ
ば
、
斎
藤
月
岑
が
集
め
た
一
枚
摺
り
の

張
り
込
み
で
、
名
所
、
旧
跡
、
寺
社
な
ど
の
絵
図
三
三
八
枚
か
ら
成
り
、
う
ち

五
○
枚
余
り
は
父
幸
孝
の
収
集
に
か
か
り
、
成
立
は
弘
化
二
年
と
い
う
。
当
図

に
は
「
月
岑
」
の
丸
印
が
押
捺
さ
れ
る
。
大
判
二
枚
続
き
大
で
、
薄
塁
は
板
彩
、

黄
色
は
手
彩
。
ま
た
当
図
の
右
下
隅
に
「
文
化
七
庚
午
年
か
が
や
吉
右
衛
門
板
」

と
刊
記
が
あ
る
。
同
じ
絵
図
が
、
す
み
だ
郷
士
文
化
資
料
館
の
図
録
「
常
設
展

（
７
）

示
図
録
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
ち
ら
に
は
「
西
村
源
六
板
」
と
あ
る
。

摺
り
の
鮮
度
か
ら
両
国
米
沢
町
の
地
本
間
屋
加
賀
屋
板
の
方
が
早
い
と
推
定
さ

れ
、
お
そ
ら
く
は
初
印
と
思
わ
れ
る
。
西
村
源
六
は
、
菊
嶋
の
「
群
芳
暦
』
な

ど
の
売
り
広
め
の
本
屋
と
し
て
の
実
績
も
あ
り
、
後
の
求
板
で
あ
ろ
う
。

当
図
は
、
視
点
が
真
上
に
位
置
す
る
通
常
の
地
図
と
異
な
り
、
む
し
ろ
「
隅

田
川
楳
屋
図
」
と
同
じ
、
傭
臓
図
の
視
点
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
道
、
川
、
橋
な

ど
の
他
、
舟
、
木
立
、
寺
社
、
旧
跡
、
料
理
屋
、
家
屋
な
ど
が
描
出
さ
れ
る
。

絵
の
中
央
を
隅
田
川
が
占
め
る
構
図
は
「
隅
田
川
楳
屋
図
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、

視
野
は
も
う
少
し
広
く
、
下
は
吾
妻
橋
か
ら
上
は
堀
切
ま
で
を
ゆ
っ
た
り
と
収
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め
る
。
ま
た
手
前
の
隅
田
堤
沿
い
の
、
三
囲
稲
荷
か
ら
梅
若
塚
ま
で
の
名
所

旧
跡
と
、
向
こ
う
岸
の
浅
草
寺
か
ら
真
崎
稲
荷
と
朝
日
神
明
ま
で
を
そ
れ
ぞ

れ
点
描
す
る
。
地
名
の
他
、
旧
跡
の
謂
わ
れ
な
ど
、
様
々
な
訶
耆
き
が
記
さ

れ
る
と
こ
ろ
が
有
益
か
つ
楽
し
い
。

そ
の
訶
書
き
中
に
、
実
は
鞠
嶋
に
よ
る
細
工
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
施
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
百
花
園
（
む
め
の
ゐ
ん
き
よ
）
の
す
ぐ
脇
に
、
「
此
辺

く
い
な
多
し
、
か
っ
こ
と
り
、
秋
の
、
七
草
」
「
虫
の
名
所
」
と
注
記
さ
れ

る
ほ
か
、
そ
の
下
部
に
こ
と
さ
ら
、
「
千
影
」
「
春
海
」
「
不
白
」
の
歌
句
を

記
し
て
い
る
。
「
千
影
」
と
あ
る
の
は
、
も
と
よ
り
橘
千
蔭
、
‐
「
春
海
」
は
村

田
春
海
の
こ
と
で
あ
る
。
不
白
は
江
戸
千
家
の
茶
匠
川
上
不
白
で
、
諸
大
名

家
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
。
二
首
の
歌
、
不
白
の
句
と
も
に
、
後
掲
の
よ
う

に
「
墨
水
遊
覧
誌
』
に
も
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
和
歌
、
発
句
を
特
記
す
る
こ

と
に
よ
り
‘
当
図
も
表
立
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
が
、
実
は
百
花
園
の
宣
伝

を
兼
ね
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
特
色
は
、
向
こ
う
岸
の
千
束
村
に
、
「
緑
陰
茶
寮
」
「
注
春
亭
」

「
朱
四
智
荘
」
「
茶
席
一
賀
」
な
ど
、
茶
寮
す
な
わ
ち
懐
石
料
理
屋
な
ど
が
ま

と
め
て
記
載
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
あ
み
が
さ
ち
ゃ
屋
」
「
八
百
善
」

や
手
前
の
「
丸
や
」
「
大
こ
ぐ
や
」
「
む
さ
し
や
」
「
桜
本
」
「
太
郎
」
な
ど
、
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料
理
屋
の
名
前
も
並
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
頃
の
絵
図
と
し
て
さ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
異
例
で
あ
る
の
は
千
束
村
の

茶
寮
の
方
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
と
百
花
園
と
は
、
茶
屋
と
い
う
こ
と
で
結
び
つ
い
て
い
る
と
は
い
え
ま
い
か
。
茶
寮
の
う
ち
「
注
春
亭
」

は
、
吉
原
周
辺
の
随
筆
と
し
て
知
ら
れ
る
「
閑
談
数
刻
」
の
作
者
、
田
川
屋
駐
春
亭
に
他
な
る
ま
い
。

こ
の
駐
春
亭
に
つ
い
て
、
月
岑
編
「
武
江
年
表
」
の
享
和
年
間
記
事
に
は
、

（
８
）

山
谷
町
八
百
屋
善
四
郎
が
料
理
行
は
る
。
深
川
土
橋
平
清
、
下
谷
龍
泉
寺
町
の
駐
春
亭
、
文
化
年
中
よ
り
盛
な
り

と
あ
る
。
平
清
、
八
百
善
、
駐
春
亭
と
い
っ
た
名
だ
た
る
料
理
屋
が
向
島
の
葛
西
太
郎
（
中
田
屋
）
、
武
蔵
屋
、
大
黒
屋
等
と
隅
田
川
を

挟
ん
で
相
対
し
、
享
和
か
ら
文
化
に
か
け
て
繁
昌
を
競
い
、
文
人
墨
客
の
交
流
の
場
と
な
っ
た
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。

次
に
、
「
楳
屋
」
の
標
記
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
庭
園
は
、
梅
屋
、
梅
隠
、
花
屋
敷
、
新
梅
屋
敷
、
春
秋
庵
あ
る
い
は

秋
芳
園
、
百
花
園
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
呼
ば
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
呼
称
は
、
す
べ
て
そ
れ
な
り
の
い
わ
れ
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
た
と
え
ば

花
屋
敷
は
不
白
、
百
花
園
は
抱
一
、
春
秋
庵
は
市
川
米
庵
の
そ
れ
ぞ
れ
命
名
に
な
る
ら
し
い
・
時
期
が
早
い
も
の
は
、
梅
屋
（
う
め
が
や
）
、

花
屋
敷
な
ど
で
、
文
化
初
年
か
ら
菊
嶋
自
身
が
称
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
と
く
に
梅
屋
は
、
橘
千
蔭
の
「
う
け
ら
が
花
」
二
編
、
式

亭
三
馬
の
『
浮
世
風
呂
」
、
「
墨
水
遊
覧
誌
」
の
岸
本
由
豆
流
序
、
小
山
田
与
清
の
「
松
屋
叢
話
』
な
ど
に
広
く
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、

鞠
嶋
の
和
風
雅
号
を
そ
の
ま
ま
転
用
し
た
と
も
い
え
よ
う
。
庭
園
の
呼
び
方
と
し
て
は
、
前
掲
不
白
の
句
に
見
え
る
花
屋
敷
が
、
園
門
に

掛
け
ら
れ
た
蜀
山
人
の
扁
額
も
遣
っ
て
お
り
、
も
っ
と
も
適
切
と
思
え
な
く
も
な
い
が
、
む
し
ろ
絶
対
的
な
い
い
方
は
な
か
っ
た
と
い
う

の
が
、
真
実
に
近
か
ろ
う
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
今
日
の
呼
称
と
し
て
も
っ
と
も
一
般
的
な
百
花
園
を
採
用
し
た
。

開
園
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
「
武
江
年
表
』
に
は
享
和
中
と
あ
る
が
、
享
和
末
年
遅
く
も
文
化
初
年
と
見
る
の
が
妥
当
な
見
解
で
あ
る

（
９
）

う
。
『
墨
水
遊
覧
誌
』
に
、

此
か
つ
し
か
の
さ
と
に
、
梅
園
を
ひ
ら
き
し
あ
く
る
と
し
、
正
月
園
中
に
小
松
を
う
ゑ
な
め
て
、
子
日
の
宴
を
、
催
し
た
る
を
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絵
の
上
方
は
、
左
手
の
富
士
と
遠
近
の
山
影
か
ら
成
る
が
、
そ
の
い
ち
ば
ん
右
は
、
黒
髪
山
（
二
荒
山
、
男
体
山
）
で
あ
ろ
う
か
。
右

よ
り
に
空
行
く
雁
の
群
れ
が
望
ま
れ
る
。
西
岸
に
は
、
向
か
っ
て
右
の
上
流
か
ら
、
ま
ず
朝
日
神
明
が
そ
の
神
明
造
り
の
社
殿
と
と
も
に

見
え
、
隣
に
は
真
先
稲
荷
が
並
び
建
っ
て
い
る
。
真
先
稲
荷
は
神
明
の
摂
社
で
、
起
立
は
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
。
平
賀
源
内
の
浄
瑠
璃

「
神
霊
矢
口
渡
」
の
第
四
「
道
行
比
翼
の
袖
」
の
、
稲
荷
の
名
尽
く
し
の
く
だ
り
に
、

（
岨
）

王
子
の
親
玉
真
先
が
け
見
め
ぐ
り
笠
森
烏
森
。
杉
の
森
か
ら
三
ン
崎
熊
谷
蕎
麦
切
九
郎
助
福
助
愛
敬
稲
荷
に
西
の
宮

り
、
文
人
こ
ぞ
り
て
、
つ
ど
は
せ
た
ま
へ
り
、
そ
の
歌
に
、

松
も
引
わ
か
な
も
つ
み
て
け
ふ
よ
り
は
春
の
こ
嵐
ろ
を
お
ぼ
え
そ
め
け
り
千
蔭

と
あ
っ
て
、
開
園
の
翌
年
に
開
か
れ
た
小
松
曳
き
の
宴
の
作
と
し
て
、
さ
ら
に
春
海
、
自
寛
の
歌
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
後
の
方

に
、
先
ほ
ど
触
れ
た
、
不
白
の
句
を
挙
げ
、

文
化
の
は
じ
め
、
川
上
蓮
花
庵
何
が
し
来
、
和
尚
と
池
田
の
君
を
、
天
神
堂
に
招
請
し
、
茶
を
点
じ
す
衝
め
け
れ
ば
、

あ
ら
た
め
て
開
く
や
う
め
の
は
な
や
し
き

と
あ
り
、
こ
れ
も
「
あ
ら
た
め
て
」
の
表
現
か
ら
す
る
と
、
開
園
後
ま
も
な
く
か
、
翌
年
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
開
園

の
翌
年
な
ど
、
後
に
な
っ
て
目
立
っ
た
催
し
を
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
「
文
化
の
は
じ
め
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、

開
園
そ
れ
自
体
は
際
や
か
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
梅
の
生
長
次
第
、
な
り
ゆ
き
に
任
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
し
て
、
そ
の
時
期
は
享
和
末
年
か
ら
文
化
初
年
ま
で
の
間
と
考
え
て
誤
る
ま
い
。

三
、
西
岸
と
隅
田
川
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と
あ
る
。
関
八
州
稲
荷
の
司
と
い
わ
れ
た
王
子
は
別
格
と
し
て
、
語
呂

合
わ
せ
の
な
り
ゆ
き
と
は
い
え
、
二
番
目
に
位
置
す
る
の
は
そ
れ
な
り

に
高
名
だ
っ
た
か
ら
か
。
ま
た
、
江
戸
人
に
と
っ
て
は
、
豆
腐
料
理
の

甲
子
屋
の
人
気
も
高
か
っ
た
し
、
宝
暦
、
明
和
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
、
隣

接
す
る
神
明
と
鳥
居
を
二
つ
描
く
の
は
、
浮
世
絵
の
常
套
的
手
法
で
あ

っ
た
。つ

い
で
、
真
崎
稲
荷
の
左
側
下
流
に
、
橋
場
の
船
着
き
場
が
突
起
す

る
。
さ
ら
に
、
船
着
き
場
に
接
し
て
別
荘
と
考
え
ら
れ
る
家
屋
が
並
ん

で
い
る
が
、
蔵
前
の
札
差
等
の
別
荘
に
混
じ
っ
て
、
千
蔭
の
石
浜
荘
も

あ
っ
た
こ
と
、
『
墨
水
遊
覧
誌
」
の
「
芳
宜
園
翁
旧
番
」
に
よ
っ
て
も

（
皿
）

知
ら
れ
る
。
鶴
岡
蘆
水
画
の
天
明
元
年
序
刊
「
（
隅
田
川
）
両
岸
一
覧
」

を
み
る
と
、
い
っ
そ
う
事
細
か
に
様
子
が
知
ら
れ
る
が
、
川
岸
に
面
し

た
各
戸
に
は
、
船
着
き
場
と
お
ぽ
し
き
構
え
が
確
か
め
ら
れ
る
。
勝
手

に
舟
を
持
つ
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
送
迎
用
の
舟
の
利
用
に
供

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

中
程
か
ら
左
側
に
か
け
て
、
瓦
焼
き
の
炭
窯
と
小
屋
が
描
か
れ
、
窯

か
ら
は
一
筋
の
煙
が
高
々
と
立
ち
上
っ
て
い
る
。
こ
の
瓦
焼
き
は
い
わ

ゆ
る
今
戸
焼
き
で
、
「
賀
茂
翁
家
集
」
巻
二
に
、
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（
吃
）

真
柴
た
く
橋
場
の
里
の
う
す
瓦
お
も
ひ
く
だ
く
る
世
に
も
あ
る
か
な

の
一
首
が
あ
り
、
瓦
焼
き
の
風
情
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
は
噴
矢
か
も
し
れ
な
い
。
『
う
け
ら
が
花
』
二
編
の
巻
一
の
、

（
Ｂ
）

か
は
ら
や
く
け
ぶ
り
の
す
ゑ
の
う
す
雲
や
さ
く
ら
に
そ
そ
ぐ
あ
め
と
な
り
け
ん

は
、
後
に
「
江
戸
名
所
花
暦
」
に
も
採
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
様
は
歌
川
豊
広
の
「
三
廻
之
図
」
そ
の
他
、
浮
世
絵
に
も
盛
ん
に
描
か
れ

て
い
る
。
炭
窯
の
後
方
に
は
、
屋
根
に
天
水
桶
を
載
せ
た
吉
原
の
妓
楼
、
さ
ら
に
背
後
に
は
上
野
寛
永
寺
の
中
堂
の
莞
が
望
ま
れ
、
手
前

に
は
待
乳
山
聖
天
、
浅
草
寺
の
五
重
塔
、
本
堂
、
凌
雲
閣
な
ど
の
荘
厳
な
殿
舎
が
見
え
る
。

水
面
に
浮
か
ぶ
も
の
と
し
て
は
、
渡
し
舟
、
帆
掛
け
船
、
屋
形
舟
、
屋
根
舟
、
猪
牙
舟
な
ど
の
様
々
な
舟
。
川
中
の
屋
形
船
の
屋
根
の

上
に
四
人
ほ
ど
上
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
四
人
と
も
船
頭
で
あ
ろ
う
か
。
西
岸
左
寄
り
の
今
戸
に
は
船
宿
が
並
び
、
そ
の
脇

の
今
戸
橋
は
、
吉
原
通
い
の
入
口
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
辺
り
に
舟
が
輻
轄
す
る
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
今
し
も
猪
牙
舟
が
一
艘
今
戸
橋

に
入
っ
て
行
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
屋
形
舟
な
ど
は
多
く
は
遊
覧
用
で
あ
ろ
う
が
、
帆
掛
け
船
は
荷
船
の
類
で
あ
ろ
う
か
。
隅
田
川
図

に
帆
掛
け
船
が
描
か
れ
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
描
き
方
に
や
や
念
が
入
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

な
お
手
前
の
中
程
の
岸
寄
り
に
も
、
屋
形
舟
が
浮
か
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
、
釣
り
客
用
か
。
幸
田
露
伴
の
「
水
の
東
京
」
に
、

此
の
あ
た
り
の
堤
下
、
上
は
柳
畑
辺
よ
り
下
は
三
囲
祠
前
の
下
流
数
十
間
ま
で
の
間
は
有
名
な
る
鯉
釣
場
に
し
て
、
所
謂
浅
草
川
の

（
ｕ
）

紫
鯉
を
産
す
る
と
こ
ろ
な
れ
ば
、
漁
獲
の
数
甚
だ
多
か
ら
ざ
る
に
関
ら
ず
釣
客
の
輪
を
垂
る
、
も
の
少
か
ら
ず

と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
両
岸
の
到
る
処
に
杭
が
打
た
れ
、
ど
こ
で
も
舟
を
着
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

西
岸
の
船
着
き
場
で
あ
る
橋
場
か
ら
寺
島
村
の
東
岸
へ
渡
し
舟
が
行
き
来
し
て
い
る
が
、
そ
の
近
く
の
水
面
に
二
羽
の
都
鳥
が
浮
遊
す

る
姿
が
見
え
る
。
都
鳥
を
描
く
の
は
、
場
所
も
含
め
て
、
隅
田
川
図
の
常
套
的
手
法
で
あ
る
か
ら
、
ご
愛
敬
と
い
う
に
止
め
る
べ
き
で
、

こ
れ
を
も
っ
て
本
図
を
実
態
か
ら
遊
離
し
た
も
の
と
決
め
つ
け
る
に
は
及
ば
な
い
。
因
み
に
、
都
鳥
は
当
時
、
北
村
季
吟
の
『
伊
勢
物
語
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と
述
べ
、
鵬
と
は
別
種
の
実
在
種
で
あ
る
と
、
工
張
し
て
い
る
。
本
図
の
都
鳥
の
絵
は
、
今
日
で
も
関
東
の
干
潟
な
ど
で
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
都
鳥
（
ミ
ヤ
コ
ド
リ
）
を
指
し
て
い
る
と
目
さ
れ
、
そ
れ
な
り
に
学
問
的
な
確
信
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

拾
穂
抄
」
以
来
、
真
淵
の
『
伊
勢
物
語
古
意
」
に
至
る
ま
で
、
鴎
（
ユ
リ
ヵ
モ
メ
）
と
見
る
説
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
鞠
烏
は
、

そ
の
著
「
都
烏
考
」
の
中
で
、
「
都
鳥
真
図
」
と
し
て
描
画
を
掲
げ
、

都
鳥
い
つ
く
に
も
栖
烏
な
れ
と
、
夏
秋
を
む
ね
と
す
、
土
用
の
中
に
子
を
産
水
鳥
な
れ
ど
、
暖
を
好
む
、
春
秋
は
暖
き
地
に
栖
、
今

も
夏
秋
は
角
田
川
に
も
居
れ
り
、
多
分
は
は
ね
だ
の
弁
天
、
洲
崎
辺
多
く
栖
、
鴎
の
よ
ふ
に
め
に
た
、
ず
、
古
今
集
云
、
川
の
辺
に

岬
親
切
朏
魂
刈
寂
中

遊
ひ
け
り
と
云
に
よ
く
合
り

‐
Ｉ
蔀
珊
ｌ
Ｉ
－
Ｑ
１
４
脚
Ｐ
Ｍ
Ⅲ
い
Ｌ
Ⅱ
服
咄
，
５
１
３
、
ｎ
Ｂ
８
１
３

言
；
わ
、
＆
換
尋
麩
勺

言

！

図版6「都鳥真図」鞠嶋著『都烏考』所収

国文学研究資料館蔵

ま
た
東
岸
の
渡
し
場
い
わ
ゆ
る
平
作
河
岸
の
上
流

寄
り
に
「
水
神
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
木
立
の
他

に
は
、
鳥
居
は
お
ろ
か
祠
ら
し
き
も
の
も
認
め
ら

れ
な
い
。
俗
に
水
神
の
森
と
称
さ
れ
る
由
縁
で
あ

る
。
こ
の
水
神
に
つ
い
て
は
、
『
江
戸
砂
子
」
巻
六

（
略
）

に
「
木
母
寺
の
持
」
と
あ
る
が
、
渡
し
場
の
す
ぐ

近
く
に
あ
る
の
で
、
渡
し
船
の
往
来
の
無
事
を
加
護

す
る
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
や
は
り

源
内
の
『
根
無
草
後
編
』
巻
二
に
、

薪
水
四
十
に
至
て
、
子
な
き
事
を
う
れ
へ
け
る

が
、
人
の
教
に
ま
か
せ
つ
、
、
隅
田
川
の
竜
神
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（
略
）

へ
、
三
七
日
の
通
夜
を
し
て
、
祈
出
せ
し
申
子
は
、
即
後
の
薪
水
な
り

と
、
二
世
板
東
彦
三
郎
が
そ
の
申
し
子
と
し
て
描
か
れ
る
竜
神
、
す
な
わ
ち
当
の
水
神
に
他
な
ら
な
い
。

『
根
無
草
後
編
』
で
は
、
最
後
に
、
竜
神
と
。
体
分
身
」
と
さ
れ
た
薪
水
が
、
前
編
の
「
根
南
志
具
佐
』
で
水
虎
が
瀬
川
路
考
の
代

わ
り
に
荻
野
八
重
桐
を
入
水
さ
せ
た
し
く
じ
り
の
責
め
を
負
わ
さ
れ
、
大
火
に
よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ
た
竜
神
と
も
ど
も
死
没
し
た
と
す
る
。

こ
れ
は
明
和
五
年
四
月
五
日
の
新
吉
原
の
大
火
の
焼
け
跡
か
ら
「
火
竜
」
と
い
う
動
物
の
頭
蓋
骨
が
出
て
き
た
と
い
う
巷
説
と
、
同
五
年

五
月
四
日
の
薪
水
の
死
を
こ
じ
つ
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
水
神
の
正
体
が
竜
神
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
注
意
し
て
お
く
必
要

（
〃
）

が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
源
内
が
水
神
を
こ
と
さ
ら
大
き
く
取
り
上
げ
た
の
は
、
橋
場
に
居
住
し
た
彼
な
ら
で
は
の
扱
い
と
い
う
べ
き
か
。

さ
て
、
本
図
で
目
立
つ
の
は
、
葦
が
多
く
描
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
西
岸
で
は
真
崎
稲
荷
手
前
の
川
中
、
瓦
窯
か
ら
今
戸
橋

に
か
け
て
の
川
中
、
東
岸
で
は
寺
島
の
渡
し
場
、
中
程
の
川
岸
辺
り
に
そ
れ
ぞ
れ
葦
の
繁
茂
す
る
様
子
が
窺
え
る
。
も
ち
ろ
ん
浮
世
絵
で

隅
田
川
に
蘆
を
描
い
た
例
は
少
な
く
な
く
、
絵
本
で
も
、
た
と
え
ば
烏
居
清
長
の
天
明
五
年
刊
『
絵
本
物
見
岡
』
の
橋
場
図
、
北
尾
政
美

の
天
明
七
年
刊
『
絵
本
吾
蠕
鏡
』
の
三
囲
図
の
今
戸
橋
な
ど
を
見
る
と
、
本
図
と
ほ
ぼ
同
じ
場
所
に
や
は
り
葦
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が

確
か
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
絵
巻
に
な
る
と
、
鶴
岡
蘆
水
画
の
「
（
隅
田
川
）
両
岸
一
覧
』
や
、
そ
の
原
画
と
い
わ
れ
る
大
英
博
物
館
蔵
、

（
肥
）

狩
野
休
栄
画
の
『
隅
田
川
長
流
図
巻
』
三
巻
に
も
、
同
じ
辺
り
に
蘆
が
生
い
茂
っ
て
い
る
様
子
が
あ
り
あ
り
と
描
写
さ
れ
る
。
と
く
に

『
隅
田
川
長
流
図
巻
』
で
は
、
「
橋
場
の
蘆
原
」
（
『
遊
歴
雑
記
』
）
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
渡
し
場
付
近
に
は
び
こ
る
蘆
は
、
船
の
往
来

に
も
支
障
あ
り
や
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
の
描
き
方
で
あ
る
。

文
章
で
は
、
賀
茂
真
淵
の
『
賀
茂
翁
家
集
』
巻
四
「
隅
田
川
に
舟
を
淀
て
月
を
も
て
あ
そ
ぶ
序
」
に
、

（
岨
）

こ
れ
や
こ
の
蘆
、
荻
を
分
け
つ
る
く
に
、
や
あ
る
ら
ん

と
、
俗
諺
「
難
波
の
蘆
は
伊
勢
の
浜
荻
」
に
基
づ
い
た
表
現
が
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
い
か
に
も
唐
突
な
印
象
を
受
け
る
が
、
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千
蔭
の
『
う
け
ら
が
花
」
巻
七
「
角
太
河
に
ふ
れ
を
う
か
ぶ
と
い
ふ

を
題
に
て
」
に
、

あ
し
荻
し
げ
れ
る
す
み
だ
河
原
も
、
百
舟
き
ほ
ふ
川
と
と
な
り

（
釦
）

て
ゆ
、
今
い
く
世
に
か
も
な
り
ぬ
ら
ん

と
、
は
っ
き
り
隅
田
川
に
蘆
や
荻
が
繁
茂
し
て
い
た
こ
と
が
明
記
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
事
態
は
歴
然
と
す
る
。
南
畝
の

（
劃
）

「
四
方
の
あ
か
」
巻
下
に
「
牛
島
の
つ
の
ぐ
む
あ
し
」
（
向
島
賦
）
、

「
芦
の
は
の
、
筏
に
い
り
酒
の
洗
い
鯉
を
も
り
」
（
同
）
と
あ
る
の
も

川
縁
の
蘆
で
、
川
魚
料
理
屋
の
葛
西
太
郎
は
、
そ
の
蘆
で
筏
を
作
っ

て
鯉
を
盛
り
、
客
を
喜
ば
せ
た
と
い
う
。
か
つ
て
隅
田
川
は
、
広
汎

に
蘆
の
生
い
茂
れ
る
川
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
『
う
け
ら

が
花
』
巻
七
「
隅
田
川
の
ほ
と
り
な
る
石
浜
の
庵
に
て
雨
の
中
に
作

れ
る
文
」
で
は
、

こ
蚤
か
し
こ
よ
り
、
烏
の
飛
び
行
き
つ
、
、
ね
ぐ
ら
の
鶯
の
つ

ば
さ
お
も
げ
に
お
き
出
で
、
、
河
の
獺
の
真
菰
に
お
り
立
て
ば
、

（
翠
）

み
さ
ご
の
群
れ
き
て
水
の
面
に
浮
べ
る
も
を
か
し

と
あ
り
、
蘆
、
荻
だ
け
で
な
く
、
真
菰
の
茂
み
も
あ
っ
て
、
鷺
や
み

さ
ご
に
居
場
所
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

』
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隅
田
川
の
手
前
は
、
ま
ず
向
か
っ
て
右
端
の
木
母
寺
、
白
髭
神
社
か
ら
左
端
の
長
命
寺
、
牛
御
前
、
黄
（
弘
）
福
寺
、
三
囲
社
に
至
る

隅
田
川
堤
を
行
き
来
す
る
様
子
が
、
先
掲
の
詞
書
き
と
と
も
に
描
か
れ
、
そ
の
人
影
に
は
女
性
の
姿
も
多
い
。
木
母
寺
以
下
は
、
い
ず
れ

四
、
東
岸

図版8「隅田川楳屋図」百花園拡大図

も
高
名
な
隅
田
川
の
名
所
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
贄

言
す
る
に
は
及
ぶ
ま
い
。
士
手
の
右
下
側
の
一
体
に

梅
屋
す
な
わ
ち
百
花
園
が
広
が
る
。
右
方
に
池
水
を

引
廻
し
、
木
橋
を
渡
し
、
流
れ
の
曲
折
の
沿
っ
て
秋

の
七
草
や
桔
梗
、
さ
ら
に
蓮
、
沢
潟
、
河
骨
な
ど
の

水
草
花
が
咲
き
揃
っ
て
お
り
、
木
橋
上
に
は
、
女
性

二
人
と
伴
の
男
が
描
か
れ
る
。

秋
の
七
草
に
つ
い
て
、
「
角
田
川
御
遊
覧
の
伝
手
」

な
る
鞠
嶋
蔵
板
の
一
枚
摺
り
に
は
、

秋
ノ
七
草
芽
子
之
花
。
尾
花
。
葛
花
。
窪
麦

之
花
。
女
郎
花
。
又
藤
袴
。
朝
兒
之
花

と
あ
り
、
『
万
葉
集
」
巻
八
の
山
上
憶
良
詠
を
そ
の

ま
ま
に
載
せ
て
い
る
。
鞠
嶋
が
著
し
た
文
化
九
年
刊
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朝
顔
に
つ
い
て
、

こ
の
歌
牽
牛
花
の
夕
に
咲
ま
さ
る
と
い
ふ
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
、
橦
花
は
木
な
り
、
木
に
草
の
名
い
ふ
は
寛
平
の
頃
よ
り
と
ぞ
、
さ

れ
ば
こ
れ
は
桔
梗
を
詠
せ
し
に
や
、
碧
色
な
ど
の
夕
は
え
お
も
ふ
へ
し

と
い
う
ご
と
く
、
桔
梗
説
を
支
持
し
て
い
る
。
鞠
嶋
が
朝
顔
即
桔
梗
説
を
主
張
し
た
背
景
に
は
、
『
う
け
ら
が
花
」
巻
三
、
秋
歌
所
収
で
、

秋
の
七
草
が
桔
梗
を
含
ま
な
い
無
念
さ
を
詠
ん
だ
千
蔭
の
、

（
型
）

七
く
さ
に
も
れ
し
う
ら
み
や
は
れ
や
ら
ぬ
き
り
の
ま
が
き
の
き
ち
か
う
の
花

が
、
微
妙
に
影
響
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
秋
七
草
考
』
の
巻
末
に
、
由
都
留
（
岸
本
由
豆
流
な
る
べ
し
）
が
千
蔭
の
歌
と

（
羽
）

「
秋
七
草
考
」
に
も
、
巻
頭
に
憶
良
詠
を
挙
げ
、
園
内
に
は
唐
様
書
家
中
井
董
堂
の
当
該
歌
を
刻
ん
だ
漁
酒
な
碑
が
建
っ
て
お
り
、
「
墨
水

遊
覧
考
」
に
は
、
「
秋
野
七
草
園
中
第
一
の
景
物
な
り
」
と
あ
る
。
い
か
に
鞠
鳩
が
秋
の
七
草
に
力
を
入
れ
て
い
た
か
が
知
ら
れ
る
。
も

と
よ
り
、
梅
だ
け
で
は
季
節
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
、
茶
屋
と
し
て
は
や
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
計
算
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

と
こ
ろ
で
、
本
図
に
「
梅
屋
秋
野
、
七
草
」
「
く
つ
」
「
お
は
な
」
「
お
み
な
へ
し
」
「
ふ
ち
は
か
ま
」
「
萩
」
と
五
つ
の
花
名
し
か
挙
が

っ
て
い
な
い
の
は
、
ま
だ
撫
子
や
朝
顔
が
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
。
た
だ
し
、
絵
を
子
細
に
見
る
と
、
「
お
み
な
へ
し
」
の
右
側
に
、

桔
梗
ら
し
き
花
が
咲
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
、
敢
え
て
推
定
す
る
と
、
や
は
り
「
角
田
川
御
遊
覧
の
伝
手
」
に
、

花
扇
七
種
蓮
。
桔
梗
。
小
車
。
女
郎
花
。
菊
。
島
薄
。
煎
翁
。
以
上
七
種
祭
星
七
草

と
、
七
夕
の
七
草
と
し
て
挙
げ
る
中
に
桔
梗
が
入
っ
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
て
、
実
際
に
は
植
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
正
式
な
秋

の
七
草
で
は
な
い
た
め
に
標
記
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
か
。
花
扇
は
、
七
夕
の
星
祭
り
に
際
し
、
近
衛
家
が
、
秋
の
七
草
を
集
め
て
内
裏
へ

献
上
し
た
花
束
が
、
末
広
が
り
の
扇
形
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
い
う
。

も
っ
と
も
『
秋
七
草
考
」
で
は
、
「
万
葉
集
』
巻
一
の
「
朝
顔
は
朝
露
お
ひ
て
咲
く
と
い
へ
ど
夕
か
げ
に
こ
そ
咲
き
ま
さ
り
け
れ
」
の
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秋
き
り
と
た
ち
し
う
ら
み
も
い
ま
こ
そ
は
は
れ
し
や
い
か
に
き
ち
か
う
の
花

と
詠
ん
だ
一
首
を
収
め
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
庭
園
に
秋
の
七
草
を
は
じ
め
と
す
る
草
花
が
咲
き
乱
れ
る
風
情
を
、
「
菊
嶋
の
園
」
に
は
、

秋
草
も
宮
城
野
の
萩
、
つ
く
ば
萩
を
始
め
と
し
、
諸
国
名
所
の
種
を
移
し
て
、
道
の
筋
も
自
づ
か
ら
な
る
野
路
の
状
に
し
、
萩
す
、

き
桔
梗
葛
花
、
し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
打
乱
れ
て
、
生
立
た
る
も
、
彼
文
人
等
が
好
み
と
聞
え
て
、
う
る
は
し
き
花
壇
よ
り
は
、
中
々
に

鞠
嶋
の
桔
梗
説
を
受
け
て
、

「
隅
田
川
楳
屋
図
」
に
は
秋
の
七
草
や
水
草
以
外
、
花
ら
し
い
も
の
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
「
角
田
川
御
遊
覧
の
伝
手
」
に
は
、
十

二
月
の
花
暦
を
載
せ
た
後
に
、
さ
ら
に
、

右
の
外
詩
経
草
木
万
葉
集
草
木
惣
て
園
中
の
草
木
七
百
廿
種

と
記
し
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
、
一
大
花
園
と
し
て
の
規
模
が
大
分
整
え
ら
れ
て
来
た
ら
し
い
。
十
方
庵
敬
順
の
「
遊
歴
雑
記
」
に
よ
る

（
妬
）

と
、
「
詩
経
」
の
草
木
を
植
え
た
の
は
文
化
六
年
の
こ
と
と
い
う
の
で
、
本
絵
図
は
少
な
く
と
も
そ
れ
以
前
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
、
小
川
に
臨
ん
で
、
茅
葺
き
屋
根
に
網
代
戸
の
二
軒
の
数
寄
屋
が
あ
る
が
、
一
つ
は
床
の
高
い
茶
室
で
、
部
屋
の
中
で
武
家
ら
し

き
男
と
伴
の
男
が
手
摺
り
か
ら
外
を
眺
め
て
お
り
、
掛
け
軸
ら
し
き
も
の
も
確
認
で
き
る
。
高
貴
な
来
客
は
こ
こ
に
通
し
て
も
て
な
し
た

も
の
で
、
現
在
の
御
成
座
敷
の
謂
い
も
こ
こ
に
由
来
す
る
ら
し
い
。
も
う
一
つ
は
水
屋
が
附
属
す
る
や
や
広
め
の
座
敷
で
あ
る
。
着
流
し

と
述
べ
、
野
趣
に
力
点
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
ふ
つ
う
庭
園
で
も
数
寄
屋
周
辺
の
露
地
、
坪
庭
な
ど
に
、
野
趣
を
尊

６

重
し
た
前
栽
を
設
え
る
こ
と
は
珍
ら
し
く
な
い
の
で
、
鞠
嶋
の
趣
意
も
数
寄
屋
造
り
の
延
長
に
考
え
れ
ば
、
さ
ほ
ど
特
異
な
こ
と
で
は
な

い
か
も
知
れ
な
い
。

趣
き
あ
り
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の
男
が
煙
管
を
手
に
し
て
寛
い
で
い
る
脇
を
、
十
徳
を
着
た
坊
主
ら
し
き

男
が
立
て
出
し
の
お
茶
を
運
ん
で
い
る
。
敬
順
の
「
遊
歴
雑
記
」
に
よ
れ
ば
、

此
蓄
主
鞠
嶋
、
過
し
文
化
三
ゞ
四
年
の
頃
は
、
己
が
娘
に
薄
茶
点
さ

（
妬
）

せ
て
来
賓
を
も
て
な
し
け
る

と
あ
る
が
、
本
図
の
坊
主
は
鞠
嶋
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。

そ
の
左
隣
に
さ
ら
に
や
や
広
め
の
家
屋
が
あ
る
。
こ
こ
が
す
な
わ
ち
母

屋
で
、
鞠
嶋
が
ふ
だ
ん
起
居
す
る
場
所
で
あ
り
、
か
つ
茶
屋
の
中
心
で
も

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
向
か
っ
て
左
手
前
に
茅
葺
き
白
壁
の
御
堂
も
し
く

は
亭
の
よ
う
な
建
物
が
隣
接
し
て
お
り
、
よ
く
見
る
と
、
い
わ
ゆ
る
丸
い

宝
形
造
り
で
、
屋
根
の
中
央
に
宝
珠
が
据
え
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

ま
た
、
座
敷
と
の
間
を
小
柴
垣
で
区
切
り
、
脇
に
腰
掛
け
と
、
手
水
鉢
も

し
く
は
石
碑
ざ
ら
に
井
戸
側
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ

の
御
堂
こ
そ
、
「
墨
水
遊
覧
志
」
に
、

文
化
の
は
じ
め
、
川
上
蓮
花
庵
何
が
し
来
、
和
尚
と
池
田
の
君
を
、

天
神
堂
に
招
請
し
、
茶
を
点
じ
す
、
め
け
れ
ば
、

あ
ら
た
め
て
開
く
や
う
め
の
は
な
や
し
き

と
あ
る
、
川
上
不
白
が
「
和
尚
と
池
田
の
君
」
に
茶
を
点
じ
進
め
た
場
所

で
は
な
か
ろ
う
か
。
不
白
は
前
述
の
通
り
、
諸
大
名
家
と
つ
な
が
り
が
深

（
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い
茶
匠
で
、
和
尚
は
未
詳
で
あ
る
が
、
池
田
の
君
は
備
前
岡
山
侯
で
あ
ろ
う
。

こ
の
天
神
堂
の
前
身
は
、
お
そ
ら
く
「
鞠
嶋
の
園
」
に
、

斯
く
て
園
中
に
さ
、
や
か
な
る
菅
神
の
祠
を
建
て
、
諸
文
人
を
促
が
し
て
、
各
一
本
の
梅
樹
を
寄
進
せ
し
め
た
り

と
記
さ
れ
た
、
植
樹
に
当
た
っ
て
菊
鳩
が
勧
請
し
た
と
い
う
菅
神
の
祠
に
他
な
る
ま
い
。
菅
神
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
梅
花
を
こ
よ
な
く

愛
し
た
と
さ
れ
る
菅
原
道
真
を
祀
っ
た
も
の
で
、
人
々
か
ら
寄
進
を
受
け
る
た
め
の
大
義
名
分
で
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
い
つ
の
頃
か
祠
が

堂
（
亭
）
に
形
を
整
え
た
と
み
え
る
。
不
白
は
こ
こ
で
茶
を
点
て
、
客
に
振
る
舞
っ
た
趣
で
あ
る
か
ら
、
茶
室
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
の

千
束
別
荘
に
藁
ぶ
き
の
人
丸
堂
あ
り
。
自
在
釜
を
さ
げ
薄
茶
煎
茶
を
用
ふ
。
人
丸
の
像
は
頓
阿
法
師
の
作
也

（
”
）

○
抱
一
上
人
人
丸
の
画
に
千
か
げ
の
賛
の
碑
あ
り

と
記
さ
れ
た
人
丸
堂
の
例
が
あ
る
。
そ
の
脇
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
「
閑
談
数
刻
」
に
は
抱
一
画
、
千
蔭
賛
の
碑
に
つ
い
て

も
言
及
さ
れ
る
。
天
神
堂
も
人
丸
堂
も
、
外
側
は
堂
、
内
側
は
茶
室
と
い
う
、
同
工
異
曲
の
造
り
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

因
み
に
、
や
は
り
斎
藤
月
岑
編
の
「
扶
桑
探
勝
図
」
中
に
収
め
ら
れ
た
大
判
三
枚
続
き
大
の
絵
図
「
武
蔵
第
一
名
所
角
田
河
絵
図
並
古

跡
附
」
に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
数
寄
屋
造
り
と
母
屋
の
間
に
四
阿
が
建
っ
て
い
る
。
本
図
に
組
み
込
ま
れ
た
、
百
花
園
の
説
明
文
に
は
、

「
詩
経
草
木
万
葉
集
の
草
木
園
中
凡
七
百
二
十
種
」
云
々
と
あ
る
の
で
、
文
化
後
半
以
降
の
刷
印
で
あ
り
、
四
阿
が
出
来
た
の
も
、
文
化

前
半
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
な
お
本
図
は
、
「
維
山
禎
写
」
と
あ
り
、
現
在
も
百
花
園
蔵
板
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
と
同
一
で
あ
る
か

ら
、
お
そ
ら
く
鞠
鳩
の
入
銀
物
で
あ
ろ
う
。
図
中
の
詩
歌
と
し
て
は
、
其
角
の
雨
乞
い
の
句
の
他
に
は
、
千
蔭
の
「
や
さ
か
つ
む
」
及
び
、

し
て
、

堂
（
亭
）

で
あ
る
。

茶
室
を
兼
ね
た
御
堂
に
つ
い
て
は
、
田
川
駐
春
亭
の
「
閑
談
数
刻
」
巻
一
に
、
新
吉
原
大
文
字
屋
市
兵
衛
加
保
茶
元
成
の
千
束
別
荘
と
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同
じ
く
千
蔭
の
自
賛
歌
と
し
て
知
ら
れ
る
「
す
み
た
河
堤
に
た
ち
て
舟
ま
て
は
水
上
遠
く
鳴
子
規
」
を
川
中
に
書
き
込
ん
で
い
る
。
百
花

園
と
千
蔭
の
繋
が
り
が
、
い
か
に
深
か
っ
た
か
を
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
園
の
左
方
一
体
に
は
梅
林
が
広
が
り
、
園
中
に
は
、
低
い
囲
い
の
柵
が
設
け
ら
れ
た
通
路
の
中
で
、
舞
い
な
が
ら
扇
を
広
げ
る

伴
の
者
ら
し
き
男
と
、
手
を
挙
げ
る
主
人
ら
し
き
男
が
い
る
。
柵
は
梅
の
養
生
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
柵
内
に
、
佇

す
わ
え

ん
で
憩
う
武
士
も
見
え
る
。
梅
は
、
細
長
い
抄
が
密
に
勢
い
よ
く
伸
び
て
お
り
、
い
ま
だ
生
育
途
上
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
花
を
付
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
鑑
賞
す
る
人
々
が
描
か
れ
る
の
は
い
さ
さ
か
妙
で
あ
る
。
家
屋
周
辺
に
植
え
ら
れ

た
樹
木
数
株
は
、
太
い
幹
と
切
り
詰
め
ら
れ
た
枝
葉
の
様
子
か
ら
、
梅
の
老
木
と
思
わ
れ
る
。

梅
林
の
通
路
の
端
に
は
、
粗
末
な
冠
木
門
が
あ
り
、
掘
り
囲
ら
さ
れ
た
溝
に
小
橋
が
掛
け
ら
れ
、
外
か
ら
梅
を
見
や
る
連
れ
の
男
二
人

は
、
や
は
り
武
家
の
主
人
と
伴
で
あ
ろ
う
。
溝
は
も
と
武
家
屋
敷
の
周
囲
に
掘
ら
れ
た
も
の
で
、
溝
の
土
橋
と
、
そ
の
内
側
の
冠
木
門
と

は
、
寺
門
静
軒
の
「
江
戸
繁
盛
記
」
に
、

か
こ

せ
ま

ひ
ろ

橦
雛
内
を
屏
ふ
て
水
其
の
外
を
繰
る
、
土
橋
甚
だ
窄
く
柴
門
殊
に
卑
し
、
入
れ
ば
則
ち
諮
然
と
し
て
景
寛
し
、
自
か
ら
趣
の
別
な
る

（
羽
）

を
覚
ゆ
、
又
一
門
を
過
て
、
漸
く
佳
境
に
入
る

と
あ
る
こ
と
に
よ
り
確
か
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
図
に
よ
れ
ば
、
園
の
外
と
内
の
間
に
は
細
い
溝
が
あ
る
ぐ
ら
い
で
、
は
っ
き
り

分
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
後
に
大
窪
詩
仏
の
聯
や
蜀
山
人
の
扁
額
が
掛
け
ら
れ
た
園
門
が
内
側
に
出
来
る
に
及
ん
で
、
外

界
と
の
境
界
も
整
備
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
園
内
に
描
か
れ
た
人
影
は
、
茶
事
を
楽
し
ん
で
い
る
男
達
を
は
じ
め
、

女
性
よ
り
も
男
性
中
心
で
あ
る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
ま
た
亭
主
が
坊
主
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
お
そ
ら
く
茶
事

や
詩
歌
等
の
雅
事
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
、
酒
色
や
歌
舞
音
曲
を
無
用
と
す
る
、
清
潔
な
趣
味
の
世
界
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
梅
林
の
左
方
に
、
菊
と
松
の
屋
敷
が
あ
り
、
土
手
の
中
程
下
に
「
植
木
屋
」
と
あ
る
。
松
の
屋
敷
に
は
松
が
生
い
茂
り
、
泉
石

（

－68－



北尾政美画「隅田川楳屋図」を読む

1 に
橋
、
灯
籠
が
設
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
菊
の
屋
敷
は
、
周
り
を
生
け
垣
で
囲
ん
で
お
り
、
中
に
菊
花
壇
の
屋
根
の
市
松
文
様
が
見
え
る
。

こ
れ
ら
菊
と
松
の
二
つ
の
屋
敷
は
、
そ
も
そ
も
何
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の
が
、
「
遊
歴
雑
記
」
『
墨
水
遊
覧
誌
」

の
記
述
や
「
武
蔵
国
隅
田
川
名
所
絵
図
」
で
あ
る
。
『
遊
歴
雑
記
」
は
、

殊
に
近
年
此
あ
た
り
に
、
松
樹
一
式
を
愛
し
て
植
な
ら
べ
、
た
の
し
め
る
隠
者
あ
り
、
或
は
菊
花
を
作
り
、
楓
樹
と
銃
檀
の
も
み
ぢ

（
鯛
）

し
て
燃
る
が
ご
と
き
た
の
し
め
る
雅
人
あ
り

I
三

:

俺|

削

制

；

僻
鞠
諏
雛
糾
螺
卿
蠅
州
‐
‐
‐
‐

＃
４
吋
＃
窓
、
咽
画
日
画
帥
ｆ
グ
ー
１
１
凶

I
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と
、
隠
者
、
雅
人
の
所
為
と

し
て
い
る
。
ま
た
「
武
蔵
国

隅
田
川
名
所
絵
図
」
は
、

「
ま
つ
の
ゐ
ん
き
よ
」
「
き
く

の
ゐ
ん
き
よ
」
と
表
記
し
、

梅
屋
も
「
む
め
の
ゐ
ん
き
よ
」

と
し
て
、
こ
れ
ら
と
同
様
に

扱
う
。こ

う
し
た
記
載
は
、
文
政

十
一
年
六
月
序
刊
「
墨
水
遊

覧
誌
』
も
同
様
で
、
「
松
の

隠
居
」
「
菊
の
隠
居
」
と
あ

る
。
さ
ら
に
、
「
松
の
隠
居
」
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荘
で
、
弁

同
列
に
、梅

の
隠
居
花
屋
敷
又
新
梅
や
し
き
と
云

と
あ
り
、
百
花
園
も
隠
居
後
の
庭
園
業
と
い
う
こ
と
で
は
、
こ
れ
ら
と
共
通
す
る
生
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
も
「
梅
の
隠

居
」
と
し
て
記
述
す
る
と
こ
ろ
は
二
丁
に
亘
っ
て
異
例
に
長
く
、
本
書
も
百
花
園
の
宣
伝
の
た
め
に
著
作
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
因

（
釦
）

み
に
、
右
に
掲
げ
た
葛
飾
北
斎
の
寛
政
十
一
年
刊
「
東
遊
」
所
収
の
「
請
地
松
師
」
は
、
請
地
村
と
い
う
地
名
の
一
致
か
ら
、
さ
し
ず
め

「
松
の
隠
居
」
に
相
当
す
る
二
代
目
植
木
屋
辰
五
郎
を
描
い
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

は

百
花
園
の
半
紙
判
一
枚
摺
り
と
し
て
、
「
角
田
川
御
遊
覧
の
伝
手
」
と
題
す
る
も
の
が
あ
る
。
国
会
図
書
館
に
も
、
状
態
の
よ
い
一
枚

が
伝
わ
る
が
、
今
は
架
蔵
の
一
枚
に
よ
っ
て
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
、
そ
の
全
文
を
以
下
に
掲
げ
る
。
た
だ
し
、
句
読
点
そ
の
他
の
体
裁
に

つ
い
て
、
私
意
を
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

「
寺
島
村
二
代
目
植
木
屋
辰
五
郎
」
、
「
菊
の
隠
居
」
は
「
同
三
代
目
植
木
屋
甚
平
」
と
あ
る
通
り
、
い
ず
れ
も
植
木
屋
の
隠
居
別

』
、
花
木
奇
石
に
よ
る
庭
園
の
名
所
と
さ
れ
、
後
者
は
即
席
料
理
で
も
客
を
集
め
た
と
い
う
。
ま
た
百
花
園
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
と

角
田
川
御
遊

覧
の
伝
手

正
月
ハ
初
子
ノ
日

五
、
「
角
田
川
御
遊
覧
の
伝
手
」
と
水
茶
屋

看
来
東
西
南
北
客
花
や
し
き

植
移
春
夏
秋
冬
花
御
茶
き
こ
し
め
せ
梅
干
も
さ
ふ
ろ
ふ
そ

小
松
引
宴
人
日
ノ
菫
物
ノ
セ
く
さ
芹
な
っ
な
五
行
は
こ
へ
ら
仏
の
坐
す
、
な
す
、
し
る
是
そ
七
く
さ
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二
月
ハ
啓
蟄
此
日
梅
花
盛
也
凡
七
百
株
清
明
ひ
か
ん
さ
く
ら
や
ま
ふ
き

三
月
ハ
穀
雨
桜
花
○
梨
花
盛
也
八
十
八
夜
牡
丹
花
百
品

四
月
ハ
小
満
埼
薬
百
品
夏
至
棟
あ
ふ
ち
せ
ん
た
ん
○
卯
の
花

五
月
ハ
花
か
つ
み
○
花
菖
蒲
小
暑
合
歓
花
ね
む
の
は
な

六
月
ハ
大
暑
あ
さ
か
お
花
盛
也
○
蓮
○
三
稜
む
さ
し
の
、
み
く
り
ト
云

七
月
ハ
白
露
み
や
き
の
薗
萩
。
つ
く
は
萩
。
も
と
あ
ら
の
木
萩
萩
類
八
品

花
扇
七
種
蓮
。
桔
梗
。
小
車
。
女
郎
花
。
菊
。
島
薄
。
煎
翁
。
以
上
七
種
祭
星
七
草

八
月
ハ
ま
す
ほ
の
す
、
き
。
ま
さ
を
の
薄
。
ま
す
う
の
す
風
き
。
か
る
か
や
。
わ
れ
か
ら
惣
て
秋
の
千
く
さ
盛
也

秋
ノ
七
草
芽
子
之
花
。
尾
花
。
葛
花
。
窪
麦
之
花
。
女
郎
花
。
又
藤
袴
。
朝
兒
之
花
。

九
月
ハ
霜
降
き
く
の
花
盛
大
き
く
百
品
中
菊
百
五
十
品

十
月
ハ
立
冬
紅
葉
類
楓
樹
。
機
樹
。
牡
仲
。
漆
。
柞
。
銀
杏
。
狐
稜
Ｕ

右
の
外
、
詩
経
草
木
万
葉
集
草
木
、
惣
て
園
中
の
草
木
七
百
廿
種

春
は
梅
の
香
を
茶
に
と
ふ
し
て
参
ら
せ
、
夏
は
牡
丹
、
埼
薬
の
色
を
茶
の
水
に
写
し
、
時
鳥
の
雨
水
を
取
、
茶
を
煎
し
、
呼
子
鳥
の

声
に
稀
人
を
も
て
な
し
、
秋
は
朝
兒
の
露
を
百
花
に
か
も
し
て
、
そ
か
き
く
の
匂
ひ
迄
来
客
を
待
た
よ
り
と
し
、
冬
は
紅
葉
の
も
と

（
ほ
た
）

に
尾
花
か
る
か
や
を
梢
に
焼
そ
へ
て
う
つ
り
と
し
、
春
秋
の
名
残
を
思
ふ
風
流
の
忍
人
、
野
さ
か
す
み
か
に
入
ま
す
恵
に
依
て
清
貧

の
養
ふ
、
雪
の
夜
は
、
松
の
葉
を
か
き
釜
を
た
き
ら
せ
、
宇
治
の
茶
を
角
田
川
の
水
に
て
点
し
、
こ
れ
を
生
涯
の
楽
と
す
、
培
花
余

暇
角
田
川
の
士
を
以
て
、
都
鳥
、
或
盃
、
或
湯
呑
等
を
製
し
ひ
さ
く
、
又
手
製
梅
干
も
あ
り

あ
さ
く
さ
く
わ
ん
せ
音
の
東
、
あ
つ
ま
橋
よ
り
十
二
三
丁
、
み
め
く
り
の
堤
伝
ひ
、
筑
波
山
を
目
あ
て
に
、
む
さ
し
雪
月
花
名
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の
作
で
あ
ろ
う
。
そ
の
毛

行
灯
か
ら
取
っ
た
も
の
。

板
行
の
時
期
は
未
詳
で
あ
る
が
、
文
中
に
梅
花
「
七
百
株
」
と
あ
る
こ
と
、
ま
た
左
注
に
「
詩
経
草
木
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
勘
案

す
る
と
、
お
そ
ら
く
文
化
六
年
以
降
、
文
政
初
年
頃
ま
で
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
題
名
の
「
伝
手
」
は
、
つ
い
で
の
意
味
で
、
百
花
園
を

あ
く
ま
で
名
所
隅
田
川
巡
覧
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
題
名
の
下
の
「
看
来
東
西
南
北
客
植
移
春

夏
秋
冬
花
」
は
、
後
に
枝
折
り
戸
の
左
右
の
柱
に
掛
け
ら
れ
た
、
文
政
十
年
臘
月
の
大
窪
詩
仏
の
聯
に
同
趣
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
詩
仏

の
作
で
あ
ろ
う
。
そ
の
下
の
「
御
茶
き
こ
し
め
せ
、
梅
干
も
さ
ふ
ろ
ふ
そ
」
は
、
橘
千
蔭
の
筆
意
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
、
土
産
用
の
掛
け

全
体
が
前
半
の
花
暦
と
後
半
の
和
文
、
末
尾
の
道
程
か
ら
成
り
、
花
暦
は
、
各
月
の
節
季
と
諸
花
の
開
花
時
期
を
組
み
合
わ
せ
て
記
述

す
る
。
そ
の
う
ち
特
筆
す
べ
き
は
、
正
月
初
子
の
日
に
「
小
松
引
宴
」
を
挙
げ
る
こ
と
、
七
月
に
「
花
扇
七
種
」
を
特
記
す
る
こ
と
、
八

月
に
「
秋
ノ
七
草
」
を
特
記
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
小
松
曳
き
に
つ
い
て
は
、
「
墨
水
遊
覧
誌
」
に
開
園
の
翌
年
、
百
花
園
の
そ
れ
を

詠
ん
だ
千
蔭
、
春
海
の
歌
が
引
か
れ
る
こ
と
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
百
花
園
の
呼
び
物
の
一
つ
、
王
朝
風
の
遊
び
で
あ
る
「
小
松
引
宴
」

の
起
源
に
、
千
蔭
、
春
海
が
関
与
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ま
た
、
秋
の
七
草
は
、
菊
嶋
が
梅
の
植
樹
と
と
も
に
当
初
か
ら
力
を
入
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
花
扇
七
種
」
と

は
、
こ
れ
も
前
述
の
通
り
、
例
年
、
七
月
七
日
の
星
祭
に
際
し
、
近
衛
家
か
ら
秋
の
七
草
を
集
め
て
「
に
ほ
ひ
」
と
称
す
る
女
使
い
が
内

裏
へ
献
上
し
た
花
束
の
こ
と
で
、
け
せ
ん
と
も
い
い
、
室
町
時
代
以
来
の
年
中
行
事
。
『
古
画
備
考
」
巻
三
に
源
（
西
村
）
正
邦
の
画
並

び
に
題
に
よ
り
、
松
平
定
信
ら
が
歌
を
詠
ん
だ
記
載
が
あ
る
。

後
半
の
和
文
は
、
一
口
に
い
え
ば
茶
屋
と
し
て
の
百
花
園
の
本
質
を
露
わ
に
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
春
に
梅
の
香
り
を
煎
じ
た
り
、

所
、
角
田
川
白
髭
明
神
の
森
ノ
麓
に
て
梅
屋
菊
鳩
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牡
丹
、
巧
薬
の
色
を
写
し
た
り
、
時
烏
の
鳴
き
ぬ
ら
し
た
雨
水
を
使
っ
た
御
茶
と
い
う
の
は
煎
茶
の
類
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
冬
に
松
葉
で

釜
を
た
ぎ
ら
せ
、
宇
治
茶
を
隅
田
川
の
水
で
点
じ
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
茶
の
湯
で
あ
る
。
現
今
の
隅
田
川
の
水
質
か
ら
い
っ
て
信

（
瓠
）

じ
が
た
い
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
は
案
外
あ
り
得
た
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
『
遊
歴
雑
記
』
五
編
巻
下
「
葛
飾
郡
隅
田
村
水
神
の
社
地
煎

キ
ビ
・
ン
ヤ
ウ

斯
る
処
こ
そ
煎
茶
し
て
楽
ま
ん
と
携
え
し
帖
昆
炉
に
取
出
し
、
流
れ
に
任
せ
て
墨
水
を
汲
取
来
て
急
火
焼
の
湧
た
つ
間
、
松
脂
ざ
が

（
犯
）

り
に
烟
草
吸
い
な
が
ら
、
四
方
を
景
望
す
る
は
心
穏
に
値
千
金
と
い
ふ
く
し

と
、
煎
茶
家
の
十
方
庵
が
隅
田
川
の
水
で
煎
茶
を
楽
し
ん
だ
記
事
が
見
え
る
。

（
羽
）

時
代
が
下
っ
て
も
、
鏑
木
清
方
著
「
随
筆
集
明
治
の
東
京
」
所
収
の
「
母
」
に
、

同
じ
隅
田
川
の
水
で
も
昔
は
澳
の
水
を
汲
ん
で
お
茶
を
立
て
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
、
世
く
だ
り
ぬ
れ
ば
水
も
清
ん
で
い
な
く
な
る
。

と
あ
る
。
ま
た
千
蔭
の
「
う
け
ら
が
花
」
巻
七
所
収
「
隅
田
川
の
ほ
と
り
な
る
石
浜
の
庵
に
て
雨
の
中
に
作
れ
る
文
」
に
は
、

み
を
の
一
す
ぢ
は
、
さ
し
ひ
く
汐
に
も
ま
じ
ら
で
、
と
は
に
花
田
の
色
に
流
れ
い
に
て
、
沖
に
出
づ
め
り
、
こ
れ
や
水
上
の
秩
父
の

（
弘
）

山
の
真
清
水
の
落
ち
来
る
な
ら
む

と
あ
り
、
秩
父
を
水
源
と
す
る
荒
川
の
繧
色
の
一
筋
が
、
潮
の
満
ち
干
に
も
関
わ
り
な
く
貫
流
し
て
海
ま
で
達
し
て
い
た
と
い
う
。
当
時

の
人
々
は
、
こ
の
清
流
を
汲
ん
で
喫
茶
を
楽
し
ん
だ
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
御
茶
を
介
し
て
、
百
花
園
が
い
か
に
隅
田
川
と
密
着
し
な
が

ら
存
立
し
て
い
た
か
が
、
如
実
に
知
ら
れ
よ
う
。

末
尾
に
隅
田
川
焼
き
と
し
て
、
都
鳥
、
盃
、
湯
呑
み
の
製
作
を
挙
げ
る
の
も
、
茶
味
の
し
か
ら
し
め
た
と
こ
ろ
と
い
え
る
。
「
墨
水
遊

覧
誌
』
に
は
、
小
梅
村
、
今
戸
村
の
瓦
師
や
寺
島
村
、
隅
田
村
の
焙
烙
、
火
鉢
な
ど
の
素
焼
き
で
あ
る
隅
田
焼
き
に
触
れ
た
後
、

花
屋
敷
に
て
乾
山
流
の
陶
器
を
製
し
、
売
ひ
る
む
、
都
鳥
の
香
合
、
あ
る
ひ
は
さ
か
づ
き
、
あ
る
ひ
は
茶
わ
ん
、
す
み
だ
川
や
き
と

茶
」
に
も
、
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い
ふ
、
す
べ
て
此
辺
の
陶
器
は
、
あ
ん
か
う
が
ま
に
て
製
す

と
記
す
。
隅
田
川
焼
き
が
乾
山
の
陶
器
の
風
合
い
に
ど
れ
ほ
ど
迫
れ
た
の
か
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
「
浮
世
風
呂
』
第
四
編
巻
中
に
、
碗

中
い
つ
ぱ
い
に
「
梅
の
輪
」
、
外
側
に
「
堀
の
内
さ
ま
の
納
傘
と
い
ふ
字
配
」
の
銘
「
隅
田
河
花
屋
敷
器
」
、
糸
底
に
「
百
花
園
梅
屋
菊
嶋
」

（
弱
）

と
あ
る
と
い
う
茶
碗
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
こ
の
和
文
は
、
千
蔭
の
掛
け
行
灯
の
売
り
文
句
に
も
「
御
茶
き
こ
し
め
せ
」
と
あ

る
ご
と
く
、
い
か
に
百
花
園
の
本
体
が
茶
店
と
し
て
の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
た
か
を
表
現
し
て
余
り
あ
る
も
の
が
る
。

そ
も
そ
も
鞠
鳩
は
、
斎
藤
月
岑
の
「
武
江
年
表
』
の
享
和
年
間
記
事
や
正
直
の
「
鞠
嶋
の
園
」
が
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
奥
州
の

人
で
、
天
明
頃
江
戸
に
出
て
、
は
じ
め
堺
町
の
芝
居
茶
屋
和
泉
屋
勘
十
郎
に
雇
わ
れ
、
平
蔵
と
称
し
、
十
年
ば
か
り
の
ち
、
日
本
橋
住
吉

（
妬
一

町
に
移
り
、
骨
董
店
を
開
き
、
北
野
屋
平
八
（
の
ち
平
兵
衛
、
略
称
北
八
）
と
改
名
し
た
と
い
う
。
こ
の
骨
董
店
に
つ
い
て
、
「
盛
音
集
」

の
自
賊
に
は
「
小
人
以
販
古
書
画
銅
器
ゞ
得
し
接
諸
名
賢
玉
・
」
と
あ
り
、
典
型
的
な
書
画
骨
董
店
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

喜
多
村
節
信
の
『
武
江
年
表
補
正
略
」
に
よ
れ
ば
、

湾
庭
云
ふ
、
北
平
が
事
も
と
茶
が
ら
を
商
ひ
し
者
な
り
、
初
め
大
門
通
り
横
店
と
称
す
る
所
に
す
み
、
そ
れ
よ
り
住
吉
町
裏
屋
に
も

（
”
）

居
た
り
、
好
事
者
に
て
書
画
を
す
き
、
大
雅
堂
贋
筆
を
多
く
な
し
た
り

と
あ
る
・
す
な
わ
ち
以
前
は
、
茶
殻
商
い
と
も
、
一
本
に
茶
の
楽
商
い
で
あ
っ
た
と
も
い
い
、
い
ず
れ
に
し
て
も
意
味
不
鮮
明
な
が
ら
、

製
茶
に
茶
器
や
茶
掛
け
な
ど
の
道
具
も
扱
う
店
で
、
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
気
楽
な
商
売
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
か

く
商
才
に
長
け
た
鞠
嶋
は
、
徐
々
に
商
売
を
拡
充
し
て
相
応
の
富
を
手
に
入
れ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
「
鞠
鳩
の
園
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の

頃
、
開
い
た
道
具
市
に
不
正
の
聞
こ
え
が
あ
っ
た
た
め
、
仲
間
と
と
も
に
過
料
、
入
牢
、
追
放
な
ど
の
答
め
に
遭
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
鞠
嶋
は
菊
屋
宇
兵
衛
と
改
名
し
、
や
が
て
向
島
に
隠
居
、
剃
髪
し
て
、
そ
の
略
称
菊
宇
を
採
っ
て
菊
鳩
と
号
し
た
。
隠
居
地

は
隅
田
川
の
東
岸
、
白
髭
神
社
に
ほ
ど
近
い
向
島
寺
島
村
の
一
郭
で
、
も
と
武
家
屋
敷
の
土
地
計
二
千
坪
を
買
い
取
っ
た
も
の
と
い
う
。
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梅
園
を
思
い
立
っ
た
動
機
は
、
鞠
嶋
自
身
が
「
梅
屋
花
品
」
に
述
べ
る
と
こ
ろ
で
は
、

、
う
ｈ
〃

孤
山
の
処
士
和
靖
は
梅
三
百
六
十
株
を
植
、
標
実
を
嘗
て
生
活
す
、
梅
屋
子
も
亦
跡
を
逐
て
隅
田
川
の
辺
に
荒
田
数
百
畝
を
買
て
梅

三
百
六
十
株
を
種
、
一
株
を
以
て
一
日
の
用
と
す
、
花
の
時
に
花
を
賞
し
、
熟
す
時
は
実
を
売
て
世
を
渡
り
、
其
清
貧
を
楽
み
、
人

（
犯
）

間
は
ん
く
は
の
事
を
羨
ず
、
惟
自
得
す
る
所
に
遁
遙
せ
む
の
み

の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鶴
と
梅
花
を
人
生
の
伴
侶
と
し
た
、
孤
高
の
文
人
林
和
靖
の
故
事
に
倣
い
、
文
人
趣
味
を
気
取
っ
て
梅

樹
を
植
え
、
花
を
賞
美
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
を
生
活
の
糧
に
充
て
る
な
ど
、
清
貧
の
楽
し
み
を
旨
と
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
林
和

靖
の
故
事
は
、
画
題
で
も
有
名
で
あ
っ
た
の
で
、
古
物
商
の
鞠
嶋
に
と
っ
て
は
、
ご
く
親
し
い
存
在
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
生
計
に
は

苦
労
し
た
よ
う
で
、
「
墨
水
遊
覧
誌
」
に
収
め
ら
れ
た
大
窪
詩
仏
の
詩
「
題
菊
鳩
所
居
」
に
は
、

江
畔
移
家
レ
得
不
レ
嫌
一
生
計
貧
一
栽
一
梅
三
百
本
糊
一
口
十
余
人
一

と
詠
じ
ら
れ
た
。
自
ら
の
意
志
に
依
る
こ
と
と
は
い
え
、
十
余
人
の
家
族
、
使
用
人
等
を
食
べ
さ
せ
て
い
く
た
め
の
辛
苦
は
相
当
の
も
の

ま
た
梅
の
植
樹
に
つ
い
て
、
「
鞠
鳩
の
園
」
は
、
さ
ら
に
具
体
的
に
、

斯
く
て
園
中
に
さ
、
や
か
な
る
菅
神
の
祠
を
建
て
、
諸
文
人
を
促
が
し
て
、
各
一
本
の
梅
樹
を
寄
進
せ
し
め
た
り
、
其
文
人
は
誰
々

ぞ
、
千
蔭
、
春
海
、
南
畝
、
鵬
斎
、
詩
仏
、
五
山
、
仏
庵
、
抱
一
、
文
晁
、
自
寛
、
平
荷
、
寛
光
、
大
梅
、
躬
弦
、
不
白
の
面
々
、

何
れ
も
栽
ゑ
し
栽
ゑ
け
れ
ば
、
忽
に
三
百
六
十
余
株
と
な
り
ぬ

と
記
す
。
鞠
鳩
は
、
梅
園
を
造
成
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
費
用
を
勧
進
し
、
右
の
歌
人
、
文
人
等
の
寄
進
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
挙
げ

ら
れ
た
人
々
の
内
、
平
荷
は
戯
作
者
名
朋
誠
堂
喜
三
二
、
狂
名
手
柄
岡
持
で
あ
る
が
、
文
化
年
間
に
は
、
こ
の
隠
居
名
で
、
千
蔭
、
春
海

と
歌
詠
に
励
ん
で
い
た
。
平
荷
を
加
え
る
と
、
千
蔭
、
春
海
、
自
寛
、
寛
光
、
躬
弦
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
派
歌
人
が
多
い
こ
と
に
注
意

靖
の
故
事
は
、
画
題
壷

苦
労
し
た
よ
う
で
、
一

江
畔
移
家
し
得

と
詠
じ
ら
れ
た
。
自
戸

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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を
払
っ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
あ
と
は
鐸
々
た
る
文
人
、
画
家
、
茶
人
で
あ
る
が
、
大
梅
は
江
湖
詩
社
の
詩
人
で
、
の
ち
道
彦
に
つ
い

て
俳
譜
を
学
ん
だ
小
島
梅
外
の
俳
名
。
「
栽
ゑ
し
栽
ゑ
」
は
、
『
古
今
集
』
秋
下
、
業
平
歌
の
詞
取
り
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
日
常
生
活
の
糧
ま
で
歌
人
、
文
人
等
の
善
意
に
ば
か
り
頼
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
も
ち
ろ
ん
入
園
料
と
し
て
木

戸
銭
を
徴
収
す
る
と
い
う
よ
う
な
発
想
は
当
時
な
か
っ
た
は
ず
で
、
取
る
に
し
て
も
茶
店
と
し
て
の
茶
料
か
、
お
土
産
の
梅
干
し
、
隅
田

川
焼
の
類
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
江
戸
繁
昌
記
』
に
、

ウ
メ
ボ
シ
（
調
）

園
主
梅
を
以
っ
て
第
一
生
計
と
為
す
、
花
を
媒
し
て
茶
を
売
り
、
子
を
養
っ
て
諸
と
為
す

と
あ
る
の
は
、
千
蔭
の
掛
け
行
灯
の
文
句
と
思
い
合
わ
せ
て
、
偽
り
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「
鞠
嶋
の
園
」
は
、
次
の
よ
う
な
逸
話
を
伝
え
る
。

或
時
大
田
南
畝
来
遊
し
て
、
雅
客
の
群
集
す
る
を
見
つ
、
、
主
人
に
茶
料
は
日
々
い
か
程
ぞ
と
問
ふ
、
北
平
対
へ
て
素
見
の
客
多
く

し
て
、
茶
料
と
て
は
あ
ら
ず
と
い
へ
る
に
、
扱
て
は
清
掃
の
た
つ
き
も
な
か
ら
ん
、
よ
し
ノ
ー
我
に
工
夫
あ
り
、
太
や
か
な
る
竹
を
、

中
の
節
空
ら
に
な
し
て
持
て
こ
と
い
ふ
、
云
ふ
に
随
ひ
て
南
畝
の
前
に
さ
し
出
て
ば
、
頓
て
筆
と
り
、

花
を
見
て
茶
代
を
お
か
ぬ
不
風
流

こ
れ
も
世
渡
り
た
か
い
水
茶
屋

と
書
い
つ
け
、
之
を
四
阿
舎
の
柱
に
掛
け
置
き
ね
と
て
、
北
平
に
と
ら
せ
つ

南
畝
作
と
さ
れ
る
右
の
狂
歌
は
、
道
楽
趣
味
の
た
め
茶
屋
商
売
す
る
に
も
、
取
る
べ
き
も
の
は
し
っ
か
り
取
り
な
さ
い
と
い
う
も
の
で
あ

る
が
、
「
世
渡
り
高
い
水
茶
屋
」
の
い
い
方
に
よ
っ
て
も
百
花
園
の
基
本
が
水
茶
屋
で
あ
っ
た
事
実
が
改
め
て
は
っ
き
り
浮
か
び
上
が
っ

て
こ
よ
う
℃
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〔
注
〕

（
１
）
『
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
」
第
七
巻
「
作
品
二
清
長
ｌ
歌
麿
」
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
、
大
修
館
書
店
。

（
２
）
『
向
島
百
花
園
」
（
一
九
八
一
年
五
月
刊
、
一
九
九
四
年
一
月
改
訂
、
東
京
都
公
園
協
会
）
二
七
頁
。

（
３
）
「
鞠
嶋
の
園
（
附
梅
屋
鞠
鳩
の
伝
）
」
、
「
国
民
之
友
」
第
九
三
号
、
明
治
二
十
三
年
九
月
。

（
４
）
「
佐
原
鞠
嶋
伝
の
再
検
討
」
「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
第
六
十
一
号
、
一
九
八
八
年
一
二
月
。

（
５
）
「
都
鳥
考
」
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
（
ャ
九
・
八
○
）
、
半
紙
本
一
冊
、
文
化
十
二
年
正
月
、
江
戸
西
村
源
六
、
山
城
屋
佐
兵
衛
板
。

（
６
）
「
稀
本
あ
れ
こ
れ
」
、
一
九
九
四
年
五
月
、
国
立
国
会
図
書
館
。

（
７
）
「
常
設
展
示
目
録
」
（
平
成
十
一
年
三
月
、
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
）
三
七
頁
。

（
８
）
「
増
訂
武
江
年
表
」
（
東
洋
文
庫
二
八
、
一
九
六
八
年
七
月
、
平
凡
社
）
二
八
頁
。

（
９
）
「
墨
水
遊
覧
誌
」
刊
一
冊
、
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
脇
本
文
庫
蔵
本
、
明
治
二
十
九
年
序
後
印
本
。
Ｒ
二
九
一
・
一
二
。
国
文
学
研
究
資
料
館

（
旧
）
日
本
古
典
文
学
大
系
五
五
「
風
来
山
人
集
」
（
一
九
六
一
年
七
月
、
岩
波
書
店
）
三
七
九
頁
。

（
Ⅱ
）
国
文
学
研
究
資
料
館
保
管
、
刊
二
軸
。
鶴
岡
盧
水
画
、
天
明
元
年
五
月
賊
刊
。

（
胆
）
「
賀
茂
真
淵
全
集
」
第
二
十
一
巻
（
昭
和
五
十
七
年
八
月
、
続
群
書
類
従
完
成
会
）
三
七
頁
。

（
過
）
文
化
五
年
十
一
月
、
江
戸
大
和
田
安
兵
衛
製
本
、
半
紙
本
四
冊
。
架
蔵
。

（
Ｍ
）
「
水
の
東
京
」
、
『
露
伴
全
集
」
第
二
十
九
巻
（
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
、
岩
波
書
店
）
五
○
六
、
七
頁
。

（
妬
）
「
江
戸
砂
子
」
（
小
池
章
太
郎
編
、
昭
和
五
十
一
年
八
月
、
東
京
堂
出
版
）
一
二
○
一
頁
。

（
略
）
日
本
古
典
文
学
大
系
五
五
「
風
来
山
人
集
」
一
二
一
頁
。

（
Ⅳ
）
日
本
古
典
文
学
大
系
五
五
『
風
来
山
人
集
」
の
校
注
等
参
照
。

（
肥
）
「
隅
田
川
長
流
図
巻
」
三
巻
、
紙
本
着
色
。
参
考
、
小
林
忠
弓
隅
田
川
両
岸
図
巻
」
の
成
立
と
展
開
」
、
「
国
華
」
二
七
二
号
、
平
成
五
年
七
月
。

な
お
本
巻
は
、
「
秘
蔵
日
本
美
術
大
観
２
」
大
英
博
物
館
Ⅱ
（
講
談
社
、
一
九
九
二
年
八
月
）
に
収
め
ら
れ
る
。

（
岨
）
「
賀
茂
真
淵
全
集
」
第
二
十
一
巻
、
八
九
頁
。

（
別
）
日
本
名
著
全
集
江
戸
文
芸
之
部
「
和
文
和
歌
集
上
」
（
昭
和
二
年
十
一
月
）
一
九
五
頁
。

（
皿
）
新
日
本
文
学
大
系
『
寝
惚
先
生
文
集
狂
歌
才
蔵
集
四
方
の
あ
か
』
（
一
九
九
三
年
七
月
、
岩
波
書
店
）
二
九
一
、
九
二
頁
。

（
９
）
「
墨
水
遊
覧
誌
」
刊
一
冊
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。
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館
紙
焼
き
写
真
本
に
よ
る
。

（
師
）
「
増
訂
武
江
年
表
２
」
全

（
羽
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、

（
羽
）
『
江
戸
繁
昌
記
』
（
東
洋
一

（
〃
）
「
随
筆
百
花
苑
」
（
昭
和
五
十
九
年
二
月
、
中
央
公
論
社
）
二
三
六
頁
。

（
邪
）
『
江
戸
繁
昌
記
」
（
東
洋
文
庫
二
九
五
、
昭
和
五
十
一
年
十
月
、
平
凡
社
）
一
○
一
頁
。

（
羽
）
「
遊
歴
雑
記
初
編
２
」
（
東
洋
文
庫
五
○
四
、
一
九
八
九
年
七
月
、
平
凡
社
）
五
三
頁
。

（
型
「
東
遊
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
（
ナ
ニ
・
四
八
三
）
、
大
本
一
冊
、
寛
政
十
一
年
春
、
蔦
屋
重
三
郎
刊
。

（
別
）
隅
田
川
の
水
質
に
つ
い
て
、
当
時
、
銘
酒
隅
田
川
の
存
在
、
白
魚
、
紫
鯉
、
蜆
な
ど
の
漁
猟
や
浅
草
海
苔
の
養
殖
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
か
な
り
水
質
は
良
好
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
谷
口
智
雅
氏
の
『
河
川
文
化
」
（
一
九
九
九
年
五
月
、
日
本
河
川
協
会
）

所
収
「
文
学
か
ら
川
の
水
質
読
め
た
」
に
よ
る
と
、
二
○
世
紀
に
入
っ
て
、
生
活
排
水
の
た
め
水
質
の
悪
化
が
顕
著
に
進
む
が
、
関
東
大
震
災
後
の

一
時
期
に
は
、
隅
田
川
の
水
質
も
「
き
れ
い
な
水
質
」
と
評
価
で
き
る
水
準
に
戻
っ
た
と
い
う
。

（
兇
）
「
遊
歴
雑
記
」
五
編
巻
下
。
「
江
戸
双
書
」
巻
之
七
（
昭
和
三
十
九
年
九
月
、
名
著
刊
行
会
）
一
九
一
頁
。

（
羽
）
岩
波
文
庫
「
随
筆
集
明
治
の
東
京
』
（
一
九
八
九
年
四
月
、
岩
波
書
店
）
六
七
頁
。

（
別
）
日
本
名
著
全
集
江
戸
文
芸
之
部
『
和
文
和
歌
集
上
」
一
九
八
頁
。

（
弱
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
八
六
「
浮
世
風
呂
劇
場
粋
言
幕
の
内
大
千
世
界
楽
屋
探
」
（
一
九
八
九
年
六
月
、
岩
波
書
店
）
二
五
三
頁
。

（
邪
）
文
化
元
年
六
月
、
須
原
屋
市
兵
衛
、
須
原
屋
孫
七
板
。
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
脇
本
文
庫
蔵
、
Ｒ
九
一
九
、
五
・
一
二
。
国
文
学
研
究
資
料

（
恥
）

（
〃
）
日
本
名
著
全
集
江
戸
文
芸
之
部
「
和
文
和
歌
集
上
」
一
九
八
頁
。

（
羽
）
文
化
九
年
三
月
、
須
原
屋
善
五
郎
板
、
半
紙
本
一
冊
。
刈
谷
市
立
刈
谷
図
書
館
所
蔵
。
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
き
本
（
Ｆ
七
六
八
）
に
よ
る
。

（
別
）
日
本
名
著
全
集
江
戸
文
芸
之
部
「
和
文
和
歌
集
上
」
一
二
四
頁
。

（
妬
）
『
遊
歴
雑
記
」
三
編
巻
之
上
。
『
江
戸
双
書
』
巻
之
五
（
昭
和
三
十
九
年
九
月
、
名
著
刊
行
会
）
三
六
頁
。

な
お
本
稿
は
、
人
間
文
化
研
究
機
構
の
連
携
研
究
「
人
と
水
」
（
代
表
、
秋
道
智
弥
、
平
成
十
七
年
ｌ
同
二
十
一
年
）
に
お
け
る
研
究
成
果
で
あ
る
。

文
化
九
年
三
月
、

日
本
名
著
全
集
汗

『
遊
歴
雑
記
」
三

同
上
、
三
七
頁
。

２
」
（
東
洋
文
庫
二
八
、
一
九
六
八
年
七
月
、
平
凡
社
）
二
八
頁
。

罪
所
蔵
、
小
本
一
冊
。
特
一
・
二
七
三
七
。

（
東
洋
文
庫
五
○
四
）
一
○
一
頁
。
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